
氏名 石崎　一樹

大学院博士後期課
程担当科目

通信教育部担当科
目

・英語 I、英語 III

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　　FD委員、ネットワーク委員、全学入試委員、庶務委員など

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　 FD委員、CALL教室運営、TOEIC運営

平　成　２３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

　日本アメリカ文学会、日本比較文化学会、日本表現学会

　大衆音楽と文学の創作におけるソーシャルメディアの役割、ハートランド・ロックに
見る
　文学のモチーフ、文学と翻案、TOEIC研究、CALL教育研究

　同志社大学　文学研究科博士課程後期（中退）
　University of Toronto, Centre for Comparative Literature, M.A.

　文学修士（英文学）、M.A.(Comparative Literature)

　アメリカ文学・文化、メディアと翻案、ポピュラー音楽と文学、英語能力試験

最終学歴

学部担当科目

・表現技法 I（前期・後期）
・英語 II(通年)
・英語 III(通年)
・TOEIC II（通年）
・TOEIC III（通年）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

授業科目



単

共

単

単

単

本学で実施しているTOEICとTOEIC
Bridgeについて、初年度のBridgeに
ついては2011年度の現状分析、
TOEICについては経年的なデータの
分析を行い、本学学生の英語力の実
情を報告した。

「作家とクロスメディア−−デ
イヴ・エガーズの活動を中心
に」

2012年　3月
『比較文化研究』
No.100

デイヴ・エガーズは作家、雑誌編
集、映画監督、教育施設運営者など
様々な顔を持つ。多様なメディアを
通じて、慈善活動家としての彼の存
在感が明らかになる様子を「クロス
メディア」のアナロジーをもって論
じた。

本学における、2011年度時点での英
語教育の現状と展望について、特に
TOEIC BridgeとCALL教室運営の点か
らまとめた。石崎一樹、ジェーム
ズ・スワン、中尾真理、森山宏美

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

『奈良大学紀要』第
40号

2011年度FD研修会
（於 奈良大学）

　MoorWorks

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

2012年　1月

2011年　8月In Blank 対訳

（その他）

ワシントンDC出身のパワーポップ／
インディーズバンドであるTitle
Tracksのアルバム作品の英詞対訳。

文学性の高い歌詞で知られるUSイン
ディーズバンドThe Mountain Goats
のアルバム作品All Eternals Deck
の対訳。

　MoorWorks2011年　4月All Eternals Deck  対訳

「本学英語教育の取り組みの
現状について−−TOEIC Bridge
とCALLシステムを中心に」

2012年　3月

（学会発表）

「TOEICならびにTOEIC
Bridgeにみる本学学生の英語
力の実態」


